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質問 12 女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと 

 

 

 

 

１）全体及び年齢層別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の人権に関することで、特に必要だと思うことについて、３つ以内選んで、〇を付けて

ください。（複数回答） 

回

答

者

数

男

女

の

固

定

的

役

割

分

担

意

識

や

行

動

（
男

は

仕

事

、
女

は

家

事

・

子

育

て

は

女

の

仕

事

等

）
を

改

め

る

こ

と

地

域

社

会

で

の

意

識

（
区

の

役

員

や

共

同

作

業

は

男

）
を

改

め

る

こ

と

職

場

や

学

校

に

お

け

る

差

別

待

遇

（
入

試

・

採

用

・

昇

格

・

仕

事

内

容

・

賃

金

等

）
を

改

め

る

こ

と

女

性

の

社

会

進

出

の

た

め

の

支

援

制

度

を

充

実

さ

せ

る

こ

と

職

場

に

お

け

る

性

的

嫌

が

ら

せ

（
セ

ク

シ

ャ
ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

）
を

な

く

す

こ

と 妊

娠

や

出

産

等

を

理

由

に

職

場

で

の

嫌

が

ら

せ

や

不

当

な

取

り

扱

い

を

受

け

る

こ

と

を

な

く

す

こ

と

1,021 484 150 427 296 203 396
100.0 47.4 14.7 41.8 29.0 19.9 38.8

121 72 11 56 36 28 55
100.0 59.5 9.1 46.3 29.8 23.1 45.5

138 76 16 54 46 17 68
100.0 55.1 11.6 39.1 33.3 12.3 49.3

160 73 28 72 44 35 69
100.0 45.6 17.5 45.0 27.5 21.9 43.1

173 70 27 71 49 35 72
100.0 40.5 15.6 41.0 28.3 20.2 41.6

217 100 40 96 63 39 80
100.0 46.1 18.4 44.2 29.0 18.0 36.9

199 88 26 75 54 44 50
100.0 44.2 13.1 37.7 27.1 22.1 25.1

13 5 2 3 4 5 2
100.0 38.5 15.4 23.1 30.8 38.5 15.4

夫

や

恋

人

な

ど

か

ら

の

暴

力

（
ド

メ

ス

テ

ィ

ッ

ク

バ

イ

オ

レ

ン

ス

）
に

、
敏

速

に

対

応

で

き

る

仕

組

み

を

つ

く

る

こ

と

女

性

へ

の

性

暴

力

を

な

く

す

取

組

を

す

る

こ

と

特

定

の

人

に

つ

き

ま

と

わ

れ

る

こ

と

（
ス

ト
ー

カ

ー

）
へ

の

敏

速

な

対

応

を

す

る

こ

と 売

春

・

買

春

・

援

助

交

際

を

許

さ

な

い

教

育

・

啓

発

の

取

組

を

進

め

る

こ

と

ア

ダ

ル

ト

ビ

デ

オ

や

ポ

ル

ノ

雑

誌

の

ヌ

ー

ド

写

真

や

映

像

の

商

品

化

に

対

す

る

適

切

な

規

制

を

す

る

こ

と

公

共

の

場

に

お

け

る

性

情

報

の

氾

濫

に

対

す

る

適

切

な

規

制

を

す

る

こ

と

不

明

・

無

回

答

160 192 177 133 87 108 36
15.7 18.8 17.3 13.0 8.5 10.6 3.5

21 26 12 6 4 5 1
17.4 21.5 9.9 5.0 3.3 4.1 0.8

23 26 26 12 4 6 6
16.7 18.8 18.8 8.7 2.9 4.3 4.3

35 25 29 21 11 14 2
21.9 15.6 18.1 13.1 6.9 8.8 1.3

31 36 30 17 19 21 3
17.9 20.8 17.3 9.8 11.0 12.1 1.7

29 37 43 32 15 31 6
13.4 17.1 19.8 14.7 6.9 14.3 2.8

19 38 34 43 34 30 14
9.5 19.1 17.1 21.6 17.1 15.1 7.0

2 4 3 2 0 1 4
15.4 30.8 23.1 15.4 0.0 7.7 30.8

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問１２　女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと

全　体

年

　

　

齢

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

７０歳以上

不明・無回答

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問１２　女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと

全　体

年

　

　

齢

２９歳以下

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳
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「女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと」を複数回答により得た内容の上位 3つは、

「男女の固定的役割分担意識や行動（男は仕事、女は家事・子育ては女の仕事等）を改めること」

が 47.4％、「職場や学校における差別待遇（入試、採用、昇給、仕事内容、賃金等）を改めること」

が 41.8％、「妊娠や出産等を理由に職場での嫌がらせや不当な取り扱いを受けることをなくすこと」

が 38.8％である。 

1985 年、日本は「女性差別撤廃条約」に批准し、女性の人権を尊重するためのさまざまな取組を

行ってきた。しかし、回答状況から、「女はこうあるべき」「男はこうあるべき」という固定的役割

分担意識が、家庭・地域・職場などに根強く残っていることがわかる。また、「妊娠や出産等の嫌

がらせや不当な取り扱い」に限らず、「セクシャル・ハラスメント」は、近年、取り組まれている 

大きな人権課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

47.4 

41.8 

38.8 

29.0 

19.9 

18.8 

17.3 

15.7 

14.7 

13.0 

10.6 

8.5 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

図12-1 女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと（全体）

男女の固定的役割分担意識や行動（男は仕事、女は家事・子 

育ては女の仕事等）を改めること  
職場や学校における差別待遇（入試・採用・昇格・仕事内容・ 

賃金等）を改めること  
妊娠や出産等を理由に職場での嫌がらせや不当な取り扱い 

を受けることをなくすこと  
女性の社会進出のための支援制度を充実させること 
 
職場における性的嫌がらせ（セクシャル・ハラスメント）をな 

くすこと  
女性への性暴力をなくす取組をすること 
 

特定の人につきまとわれること（ストーカー）への敏速な対応 

をすること  
夫や恋人などからの暴力（ドメスティックバイオレンス）に、 

敏速に対応できる仕組みをつくること 
 

地域社会での意識（区の役員や共同作業は男）を改めること 
 

売春・買春・援助交際を許さない教育・啓発の取組を進める 

こと  
公共の場における性情報の氾濫に対する適切な規制をする 

こと  
アダルトビデオやポルノ雑誌のヌード写真や映像の商品化に 

対する適切な規制をすること 
 
不明・無回答 
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59.5 

55.1 

45.6 

9.1 

11.6 

17.5 

46.3 

39.1 

45.0 

29.8 

33.3 

27.5 

23.1 

12.3 

21.9 

45.5 

49.3 

43.1 

17.4 

16.7 

21.9 

21.5 

18.8 

15.6 

9.9 

18.8 

18.1 

5.0 

8.7 

13.1 

3.3 

2.9 

6.9 

4.1 

4.3 

8.8 

0% 20% 40% 60%

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

図１２-２ 女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと（年齢層別）

男女の固定的役割分担意識や行動（男は仕事、女は家事・子育ては女の仕事等）を改めること

地域社会での意識（区の役員や共同作業は男）を改めること

職場や学校における差別待遇（入試・採用・昇格・仕事内容・賃金等）を改めること

女性の社会進出のための支援制度を充実させること

職場における性的嫌がらせ（セクシャル・ハラスメント）をなくすこと

妊娠や出産等を理由に職場での嫌がらせや不当な取り扱いを受けることをなくすこと

夫や恋人などからの暴力（ドメスティックバイオレンス）に、敏速に対応できる仕組みをつくること

女性への性暴力をなくす取組をすること

特定の人につきまとわれること（ストーカー）への敏速な対応をすること

売春・買春・援助交際を許さない教育・啓発の取組を進めること

アダルトビデオやポルノ雑誌のヌード写真や映像の商品化に対する適切な規制をすること

公共の場における性情報の氾濫に対する適切な規制をすること

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと」を年齢層別に見ると、どの年齢層も「男 

女の固定的役割分担意識や行動を改めること」の数値が最も高い。次に「学校や職場での差別待遇

を改めること」であるが、30 歳～39 歳では「妊娠や出産等を理由に職場での嫌がらせや不当な取

り扱いを受けることをなくすこと」が 2番目で、その数値の高さは、妊娠や出産を経験して時間的

40.5 

46.1 

44.2 

15.6 

18.4 

13.1 

41.0 

44.2 

37.7 

28.3 

29.0 

27.1 

20.2 

18.0 

22.1 

41.6 

36.9 

25.1 

17.9 

13.4 

9.5 

20.8 

17.1 

19.1 

17.3 

19.8 

17.1 

9.8 

14.7 

21.6 

11.0 

6.9 

17.1 

12.1 

14.3 

15.1 

0% 20% 40% 60%

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上
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経過が少ない当事者や配偶者の思いが感じられる。40 歳～59 歳は、「男女の固定的役割分担意識や

行動を改めること」「学校や職場における差別待遇を改めること」「妊娠や出産等を理由に職場での

嫌がらせや不当な取り扱いを受けることをなくすこと」が同じような数値である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２）職業別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回

答

者

数

男

女

の

固

定

的

役

割

分

担

意

識

や

行

動

（
男

は

仕

事

、
女

は

家

事

・

子

育

て

は

女

の

仕

事

等

）

を

改

め

る

こ

と

地

域

社

会

で

の

意

識

（
区

の

役

員

や

共

同

作

業

は

男

）
を

改

め

る

こ

と

職

場

や

学

校

に

お

け

る

差

別

待

遇

（
入

試

・

採

用

・

昇

格

・

仕

事

内

容

・

賃

金

等

）
を

改

め

る

こ

と

女

性

の

社

会

進

出

の

た

め

の

支

援

制

度

を

充

実

さ

せ

る

こ

と

職

場

に

お

け

る

性

的

嫌

が

ら

せ

（
セ

ク

シ

ャ

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

）
を

な

く

す

こ

と

妊

娠

や

出

産

等

を

理

由

に

職

場

で

の

嫌

が

ら

せ

や

不

当

な

取

り

扱

い

を

受

け

る

こ

と

を

な

く

す

こ

と

1,021 484 150 427 296 203 396
100.0 47.4 14.7 41.8 29.0 19.9 38.8

141 81 28 62 39 27 59
100.0 57.4 19.9 44.0 27.7 19.1 41.8

848 393 115 358 250 169 332
100.0 46.3 13.6 42.2 29.5 19.9 39.2

32 10 7 7 7 7 5
100.0 31.3 21.9 21.9 21.9 21.9 15.6

夫

や

恋

人

な

ど

か

ら

の

暴

力

（
ド

メ

ス

テ

ィ

ッ

ク

バ

イ

オ

レ

ン

ス

）
に

、
敏

速

に

対

応

で

き

る

仕

組

み

を

つ

く

る

こ

と

女

性

へ

の

性

暴

力

を

な

く

す

取

組

を

す

る

こ

と

特

定

の

人

に

つ

き

ま

と

わ

れ

る

こ

と

（
ス

ト

ー

カ
ー

）
へ

の

敏

速

な

対

応

を

す

る

こ

と

売

春

・

買

春

・

援

助

交

際

を

許

さ

な

い

教

育

・

啓

発

の

取

組

を

進

め

る

こ

と

ア

ダ

ル

ト

ビ

デ

オ

や

ポ

ル

ノ

雑

誌

の

ヌ

ー

ド

写

真

や

映

像

の

商

品

化

に

対

す

る

適

切

な

規

制

を

す

る

こ

と

公

共

の

場

に

お

け

る

性

情

報

の

氾

濫

に

対

す

る

適

切

な

規

制

を

す

る

こ

と

不

明

・

無

回

答

160 192 177 133 87 108 36
15.7 18.8 17.3 13.0 8.5 10.6 3.5

23 23 20 20 12 17 0
16.3 16.3 14.2 14.2 8.5 12.1 0.0
133 163 150 108 73 87 27
15.7 19.2 17.7 12.7 8.6 10.3 3.2

4 6 7 5 2 4 9
12.5 18.8 21.9 15.6 6.3 12.5 28.1

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問１２　女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと

全　体

職

　

　

業

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問１２　女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと

全　体

職

　

　

業

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答
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 職業別差異は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.4 

46.3 

31.3 

19.9 

13.6 

21.9 

44.0 

42.2 

21.9 

27.7 

29.5 

21.9 

19.1 

19.9 

21.9 

41.8 

39.2 

15.6 

16.3 

15.7 

12.5 

16.3 

19.2 

18.8 

14.2 

17.7 

21.9 

14.2 

12.7 

15.6 

8.5 

8.6 

6.3 

12.1 

10.3 

12.5 

0% 20% 40% 60%

国・地方公務員

及び私学を含む

教育・保育関係

の職業

上記以外の職業

不明・無回答

問１２-３ 女性の人権に関することで、特に必要だと思うこと

（職業別） 男女の固定的役割分担意識や行動（男は仕事、女

は家事・子育ては女の仕事等など）を改めること

地域社会での意識（区の役員や共同作業は男）を

改めること

職場や学校における差別待遇（入試・採用・昇格・

仕事内容・賃金等）を改めること

女性の社会進出のための支援制度を充実させる

こと

職場における性的嫌がらせ（セクシャル・ハラスメ

ント）をなくすこと

妊娠や出産等を理由に職場での嫌がらせや不当

な取り扱いを受けることをなくすこと

夫や恋人などからの暴力（ドメスティックバイオレ

ンス）に、敏速に対応できる仕組みをつくること

女性への性暴力をなくす取組をすること

特定の人につきまとわれること（ストーカー）への

敏速な対応をすること

売春・買春・援助交際を許さない教育・啓発の取組

を進めること

アダルトビデオやポルノ雑誌のヌード写真や映像

の商品化に対する適切な規制をすること

公共の場における性情報の氾濫に対する適切な

規制をすること
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質問 13 子どもの人権に関することで、とくに迅速に改善すべきだと思うもの 

 

 

 

 

１）全体及び年齢層別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの人権に関する課題の中で、あなたが特に迅速に改善すべきだと思うものについて、

３つ以内選んで、〇を付けてください。(複数回答) 

67.2 

58.4 

51.3 

47.6 

16.3 

12.5 

12.2 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

図13-1 子どもの人権に関することで、とくに迅速に改善すべきだと思うもの

（全体）

親が、しつけと称して暴力を振るったり、子育てを放棄すること 
 
仲間はずしや人格否定などのいじめで、子どもの自死が後を絶 
たないこと 

家庭の経済状況が、子どもの生活や進学・就職等、将来にわたっ 
て支障を及ぼすこと（子どもの貧困の問題） 
周りの人が、いじめをしている人やいじめられている人を、見て 

見ぬふりをすること 

児童買春や児童ポルノの対象とされる事件が後を絶たないこと 
 
テレビ・インターネット・スマホ等で、簡単に性情報を入手すること 
 
教育現場やスポーツ等の指導で、児童・生徒の体罰がなくならな 
いこと 
 
不明・無回答 

回

答

者

数

親

が

、
し

つ

け

と

称

し

て

暴

力

を

振

る

っ

た

り

、
子

育

て

を

放

棄

す

る

こ

と

仲

間

は

ず

し

や

人

格

否

定

な

ど

の

い

じ

め

で

、
子

ど

も

の

自

死

が

後

を

絶

た

な

い

こ

と

教

育

現

場

や

ス

ポ

ー

ツ

等

の

指

導

で

、
児

童

・

生

徒

の

体

罰

が

な

く

な

ら

な

い

こ

と

周

り

の

人

が

、
い

じ

め

を

し

て

い

る

人

や

い

じ

め

ら

れ

て

い

る

人

を

、
見

て

見

ぬ

ふ

り

を

す

る

こ

と

テ

レ

ビ

・

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ
ト

・

ス

マ

ホ

等

で

、
簡

単

に

性

情

報

を

入

手

す

る

こ

と

児

童

買

春

や

児

童

ポ

ル

ノ

の

対

象

と

さ

れ

る

事

件

が

後

を

絶

た

な

い

こ

と

家

庭

の

経

済

状

況

が

、
子

ど

も

の

生

活

や

進

学

・

就

職

等

、
将

来

に

わ

た

っ

て

支

障

を

及

ぼ

す

こ

と

（
子

ど

も

の

貧

困

の

問

題

）

不

明

・

無

回

答

1,021 686 596 125 486 128 166 524 15
100.0 67.2 58.4 12.2 47.6 12.5 16.3 51.3 1.5

121 91 74 16 49 13 17 59 2
100.0 75.2 61.2 13.2 40.5 10.7 14.0 48.8 1.7

138 87 92 17 69 14 24 71 0
100.0 63.0 66.7 12.3 50.0 10.1 17.4 51.4 0.0

160 100 99 24 68 26 33 77 1
100.0 62.5 61.9 15.0 42.5 16.3 20.6 48.1 0.6

173 106 107 13 90 26 24 90 3
100.0 61.3 61.8 7.5 52.0 15.0 13.9 52.0 1.7

217 154 121 19 111 22 22 129 0
100.0 71.0 55.8 8.8 51.2 10.1 10.1 59.4 0.0

199 140 97 33 95 25 45 92 6
100.0 70.4 48.7 16.6 47.7 12.6 22.6 46.2 3.0

13 8 6 3 4 2 1 6 3
100.0 61.5 46.2 23.1 30.8 15.4 7.7 46.2 23.1

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問１３　子どもの人権に関することで、とくに迅速に改善すべきだと思うもの

全　体

年

　

　

齢

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上
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「子どもの人権に関することで、とくに迅速に改善すべきだと思うもの」は、「親が、しつけと称

して暴力を振るったり、子育てを放棄すること」(子どもの虐待や育児放棄)が 67.2％、次に「仲間

はずしや人格否定などのいじめで、子どもの自死が後を絶たないこと」(いじめによる自死の問題)

が 58.4％、「家庭の経済状況が、子どもの生活や進学・就職等、将来にわたって支障を及ぼすこと」

(子どもの貧困の問題)が 51.3％、「周りの人が、いじめをしている人やいじめられている人を、見

て見ぬふりをすること」が 47.6％である。質問 5 の関係法律の認知度でも、「いじめ防止対策推進

法」を「内容をよく知っている」「内容は少し知っている」の合計で 32.5％と、他の人権関係法律

よりも認知度が高く、「子どものいじめ問題」の関心が高いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢層別に見ると、29 歳以下では「子どもの虐待や育児放棄の問題」が 75.2％と高い数値を示

しており、30 歳～59 歳では、「子どもの虐待や育児放棄の問題」と「いじめによる自死の問題」が

同じような数値である。60 歳～69 歳になると「子どもの虐待や育児放棄の問題」と「子どもの貧

困の問題」であり、70 歳以上の年齢層も「子どもの貧困の問題」に高い関心があることがわかる。 

 各年齢層とも「子どもの人権問題」に関心が高く、「子どもの虐待や育児放棄の問題」や「自死

を含むいじめの問題」を早急に改善すべきだと考えている市民が多い。 

75.2 

63.0 

62.5 

61.3 

71.0 

70.4 

61.2 

66.7 

61.9 

61.8 

55.8 

48.7 

13.2 

12.3 

15.0 

7.5 

8.8 

16.6 

40.5 

50.0 

42.5 

52.0 

51.2 

47.7 

10.7 

10.1 

16.3 

15.0 

10.1 

12.6 

14.0 

17.4 

20.6 

13.9 

10.1 

22.6 

48.8 

51.4 

48.1 

52.0 

59.4 

46.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

図13-2 子どもの人権に関することで、とくに迅速に改善すべきだと思うもの

（年齢層別）

親が、しつけと称して暴力を振るった

り、子育てを放棄すること

仲間はずしや人格否定などのいじめ

で、子どもの自死が後を絶たないこと

教育現場やスポーツ等の指導で、児

童・生徒の体罰がなくならないこと

周りの人が、いじめをしている人やい

じめられている人を、見て見ぬふりを

すること

テレビ・インターネット・スマホ等で、簡

単に性情報を入手すること

児童買春や児童ポルノの対象とされ

る事件が後を絶たないこと

家庭の経済状況が、子どもの生活や進

学・就職等、将来にわたって支障を及

ぼすこと（子どもの貧困の問題）
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２）職業別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業的特徴を見ると、「子どもの虐待や育児放棄の問題」「自死を含むいじめの問題」「子どもの

貧困の問題」が 3大課題であるが、職業別による差異は認められない。 

 

 

65.2 

67.5 

68.8 

55.3 

59.0 

56.3 

11.3 

12.1 

18.8 

50.4 

47.5 

37.5 

19.9 

11.4 

9.4 

19.9 

15.7 

15.6 

53.2 

51.5 

37.5 

0% 20% 40% 60% 80%

国・地方公務員

及び私学を含む

教育・保育関係

の職業

上記以外の職業

不明・無回答

図13-3 子どもの人権に関することで、とくに迅速に改善

すべき問題（職業別）
親が、しつけと称して暴力を振るったり、

子育てを放棄すること

仲間はずしや人格否定などのいじめで、

子どもの自死が後を絶たないこと

教育現場やスポーツ等の指導で、児童・

生徒の体罰がなくならないこと

周りの人が、いじめをしている人やいじ

められている人を、見て見ぬふりをする

こと

テレビ・インターネット・スマホ等で、簡単

に性情報を入手すること

児童買春や児童ポルノの対象とされる事

件が後を絶たないこと

家庭の経済状況が、子どもの生活や進

学・就職等、将来にわたって支障を及ぼ

すこと（子どもの貧困の問題）

回

答

者

数

親

が

、
し

つ

け

と

称

し

て

暴

力

を

振

る

っ

た

り

、
子

育

て

を

放

棄

す

る

こ

と

仲

間

は

ず

し

や

人

格

否

定

な

ど

の

い

じ

め

で

、
子

ど

も

の

自

死

が

後

を

絶

た

な

い

こ

と

教

育

現

場

や

ス

ポ

ー

ツ

等

の

指

導

で

、
児

童

・

生

徒

の

体

罰

が

な

く

な

ら

な

い

こ

と

周

り

の

人

が

、
い

じ

め

を

し

て

い

る

人

や

い

じ

め

ら

れ

て

い

る

人

を

、
見

て

見

ぬ

ふ

り

を

す

る

こ

と

テ

レ

ビ

・

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

・

ス

マ

ホ

等

で

、
簡

単

に

性

情

報

を

入

手

す

る

こ

と

児

童

買

春

や

児

童

ポ

ル

ノ

の

対

象

と

さ

れ

る

事

件

が

後

を

絶

た

な

い

こ

と

家

庭

の

経

済

状

況

が

、
子

ど

も

の

生

活

や

進

学

・

就

職

等

、
将

来

に

わ

た

っ

て

支

障

を

及

ぼ

す

こ

と

（
子

ど

も

の

貧

困

の

問

題

）

不

明

・

無

回

答

1,021 686 596 125 486 128 166 524 15
100.0 67.2 58.4 12.2 47.6 12.5 16.3 51.3 1.5

141 92 78 16 71 28 28 75 1
100.0 65.2 55.3 11.3 50.4 19.9 19.9 53.2 0.7

848 572 500 103 403 97 133 437 11
100.0 67.5 59.0 12.1 47.5 11.4 15.7 51.5 1.3

32 22 18 6 12 3 5 12 3
100.0 68.8 56.3 18.8 37.5 9.4 15.6 37.5 9.4

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問13　子どもの人権に関することで、とくに迅速に改善すべき問題

全　体

職

　

　

業

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答
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質問 14 高齢者の人権に関することで、特に必要だと思うこと 

 

 

 

１）全体及び年齢層別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.6 

49.8 

37.4 

31.8 

29.8 

23.1 

19.2 

17.6 

14.6 

0% 20% 40% 60%

図14-1 高齢者の人権に関することで、特に必要だと思うこと（全体）

高齢者の人権に関することで、特に必要だと思うことについて、３つ以内選んで、〇を付け 

てください。(複数回答) 

自動車運転免許証返納後の移動手段の確保や生活圏が狭 

くなることを防ぐ手段を考えること  
働く意思がある高齢者の働ける場所や機会をふやすこと 
 
高齢者を対象にした介護・福祉・医療サービスの提供体制 

をふやすこと  
近所づき合いが少なくなり、孤立化していくことを防ぐ工夫 
をすること  
高齢者をねらった悪徳商法や振り込め詐欺等をなくす方法 

を工夫すること 

生活に必要な情報が十分に伝わる仕組みを整備すること 
 
公共施設や家庭での電子化に伴い、高齢者が利用しやすい 

ような工夫をすること  
建物の階段や道路の段差など、高齢者に配慮した施設をふ 

やすこと 

高齢者に対する差別的言動や虐待等の問題をなくすこと 

回

答

者

数

働

く

意

思

が

あ

る

高

齢

者

の

働

け

る

場

所

や

機

会

を

ふ

や

す

こ

と

高

齢

者

を

対

象

に

し

た

介

護

・

福

祉

・

医

療

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

体

制

を

ふ

や

す

こ

と

高

齢

者

に

対

す

る

差

別

的

言

動

や

虐

待

等

の

問

題

を

な

く

す

こ

と

建

物

の

階

段

や

道

路

の

段

差

な

ど

、
高

齢

者

に

配

慮

し

た

施

設

を

ふ

や

す

こ

と

生

活

に

必

要

な

情

報

が

十

分

に

伝

わ

る

仕

組

み

を

整

備

す

る

こ

と

公

共

施

設

や

家

庭

で

の

電

子

化

に

伴

い

、
高

齢

者

が

利

用

し

や

す

い

よ

う

な

工

夫

を

す

る

こ

と

近

所

づ

き

合

い

が

少

な

く

な

り

、
孤

立

化

し

て

い

く

こ

と

を

防

ぐ

工

夫

を

す

る

こ

と

高

齢

者

を

ね

ら

っ

た

悪

徳

商

法

や

振

り

込

め

詐

欺

等

を

な

く

す

方

法

を

工

夫

す

る

こ

と

自

動

車

運

転

免

許

証

返

納

後

の

移

動

手

段

の

確

保

や

生

活

圏

が

狭

く

な

る

こ

と

を

防

ぐ

手

段

を

考

え

る

こ

と

不

明

・

無

回

答

1,021 508 382 149 180 236 196 325 304 517 18
100.0 49.8 37.4 14.6 17.6 23.1 19.2 31.8 29.8 50.6 1.8

121 67 36 20 24 21 25 35 46 49 3
100.0 55.4 29.8 16.5 19.8 17.4 20.7 28.9 38.0 40.5 2.5

138 76 47 23 18 33 22 43 47 73 1
100.0 55.1 34.1 16.7 13.0 23.9 15.9 31.2 34.1 52.9 0.7

160 88 56 18 22 38 25 51 51 92 0
100.0 55.0 35.0 11.3 13.8 23.8 15.6 31.9 31.9 57.5 0.0

173 84 69 22 42 48 23 57 41 94 2
100.0 48.6 39.9 12.7 24.3 27.7 13.3 32.9 23.7 54.3 1.2

217 103 86 34 30 53 51 71 63 103 1
100.0 47.5 39.6 15.7 13.8 24.4 23.5 32.7 29.0 47.5 0.5

199 84 82 29 43 41 48 63 55 103 8
100.0 42.2 41.2 14.6 21.6 20.6 24.1 31.7 27.6 51.8 4.0

13 6 6 3 1 2 2 5 1 3 3
100.0 46.2 46.2 23.1 7.7 15.4 15.4 38.5 7.7 23.1 23.1

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問14　高齢者の人権に関することで、特に必要だと思うこと

全　体

年

　

　

齢

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上
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「高齢者の人権に関することで、特に必要だと思うこと」は、「自動車免許証返納後の移動手段の

確保や生活圏が狭くなることを防ぐ手段を考えること」が 50.6％、「働く意思のある高齢者の働け

る場所や機会をふやすこと」が 49.8％で、この 2 つが 50％前後の回答である。福祉・介護・医療

関係よりも、活動の場（能動的な生活の場）の確保の意見が多いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢層別にみると、29 歳以下は「働く意思がある高齢者の働ける場所や機会をふやすこと」が

55.4％と一番多く、年齢が高くなるに従って「自動車免許証返納後の移動手段の確保や生活圏が狭

くなることを防ぐ手段を考えること」の数値が高くなり、70 歳以上では 51.8％と、「働ける場所や

機会の確保」より 9.6 ポイントも高くなっている。各年齢層とも、高齢者の福祉・介護・医療関係

の意見が 3番目になっていることが特徴である。 
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55.0 

48.6 

47.5 

42.2 

29.8 

34.1 

35.0 

39.9 

39.6 

41.2 

16.5 

16.7 

11.3 

12.7 

15.7 

14.6 

19.8 

13.0 

13.8 

24.3 

13.8 

21.6 

17.4 

23.9 

23.8 

27.7 

24.4 

20.6 

20.7 

15.9 

15.6 

13.3 

23.5 

24.1 

28.9 

31.2 

31.9 

32.9 

32.7 

31.7 

38.0 

34.1 

31.9 

23.7 

29.0 

27.6 

40.5 

52.9 

57.5 

54.3 

47.5 

51.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

図１４-２ 高齢者の人権に関することで、特に必要だと思うこと（年齢層別）

働く意思がある高齢者の働ける場所

や機会をふやすこと

高齢者を対象にした介護・福祉・医療

サービスの提供体制をふやすこと

高齢者に対する差別的言動や虐待等

の問題をなくすこと

建物の階段や道路の段差など、高齢

者に配慮した施設をふやすこと

生活に必要な情報が十分に伝わる仕

組みを整備すること

公共施設や家庭での電子化に伴い、

高齢者が利用しやすいような工夫を

すること

近所づき合いが少なくなり、孤立化

していくことを防ぐ工夫をすること

高齢者をねらった悪徳商法や振り込

め詐欺等をなくす方法を工夫するこ

と

自動車運転免許証返納後の移動手

段の確保や生活圏が狭くなることを

防ぐ手段を考えること
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２）職業別特徴 

回

答

者

数

働

く

意

思

が

あ

る

高

齢

者

の

働

け

る

場

所

や

機

会

を

ふ

や

す

こ

と

高

齢

者

を

対

象

に

し

た

介

護

・

福

祉

・

医

療

サ
ー

ビ

ス

の

提

供

体

制

を

ふ

や

す

こ

と

高

齢

者

に

対

す

る

差

別

的

言

動

や

虐

待

等

の

問

題

を

な

く

す

こ

と

建

物

の

階

段

や

道

路

の

段

差

な

ど

、

高

齢

者

に

配

慮

し

た

施

設

を

ふ

や

す

こ

と

生

活

に

必

要

な

情

報

が

十

分

に

伝

わ

る

仕

組

み

を

整

備

す

る

こ

と

公

共

施

設

や

家

庭

で

の

電

子

化

に

伴

い

、
高

齢

者

が

利

用

し

や

す

い

よ

う

な

工

夫

を

す

る

こ

と

近

所

づ

き

合

い

が

少

な

く

な

り

、
孤

立

化

し

て

い

く

こ

と

を

防

ぐ

工

夫

を

す

る

こ

と

高

齢

者

を

ね

ら

っ
た

悪

徳

商

法

や

振

り

込

め

詐

欺

等

を

な

く

す

方

法

を

工

夫

す

る

こ

と

自

動

車

運

転

免

許

証

返

納

後

の

移

動

手

段

の

確

保

や

生

活

圏

が

狭

く

な

る

こ

と

を

防

ぐ

手

段

を

考

え

る

こ

と

不

明

・

無

回

答

1,021 508 382 149 180 236 196 325 304 517 18
100.0 49.8 37.4 14.6 17.6 23.1 19.2 31.8 29.8 50.6 1.8

141 60 50 26 31 41 24 49 36 74 2
100.0 42.6 35.5 18.4 22.0 29.1 17.0 34.8 25.5 52.5 1.4

848 434 316 118 146 188 167 268 260 426 13
100.0 51.2 37.3 13.9 17.2 22.2 19.7 31.6 30.7 50.2 1.5

32 14 16 5 3 7 5 8 8 17 3
100.0 43.8 50.0 15.6 9.4 21.9 15.6 25.0 25.0 53.1 9.4

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問14　高齢者の人権に関することで、特に必要だと思うこと

全　体

職

　

　

業

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業別では、「自動車免許証返納後の移動手段の確保や生活圏が狭くなることを防ぐ手段を考え

ること」と「働く意思がある高齢者の働ける場所や機会をふやすこと」が多く、「高齢者を対象に

した介護・福祉・医療サービスの提供体制をふやすこと」が 3番目で、職業的差異は認められない。 

42.6 

51.2 

43.8 

35.5 

37.3 

50.0 

18.4 

13.9 

15.6 

22.0 

17.2 

9.4 

29.1 

22.2 

21.9 

17.0 

19.7 

15.6 

34.8 

31.6 

25.0 

25.5 

30.7 

25.0 

52.5 

50.2 

53.1 

0% 20% 40% 60%

国・地方公務員

及び私学を含む

教育・保育関係

の職業

上記以外の職業

不明・無回答

図１４-３ 高齢者の人権に関することで、特に必要だと思うこと（職業別）

働く意思がある高齢者の働ける場所や機会をふ

やすこと

高齢者を対象にした介護・福祉・医療サービスの

提供体制をふやすこと

高齢者に対する差別的言動や虐待等の問題をな

くすこと

建物の階段や道路の段差など、高齢者に配慮した

施設をふやすこと

生活に必要な情報が十分に伝わる仕組みを整備

すること

公共施設や家庭での電子化に伴い、高齢者が利

用しやすいような工夫をすること

近所づき合いが少なくなり、孤立化していくこと

を防ぐ工夫をすること

高齢者をねらった悪徳商法や振り込め詐欺等を

なくす方法を工夫すること

自動車運転免許証返納後の移動手段の確保や生

活圏が狭くなることを防ぐ手段を考えること
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＊内容を知っている・・・「内容をよく知っている」と「内容を少し知っている」の合計 

＊内容を知らない・・・「言葉だけは知っているが、内容は知らない」と「まったく知らない」の合計 

 

 

質問 15 「障害者差別解消法」のキーワードの認知度 

 

 

 

 

 

１）全体の特徴（１～３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国連の「障害者権利条約」の批准のために、2016 年に制定した「障害者差別解消法」は、「生活

のしにくさ（障害）は、『社会的障壁』によって起こり、『社会的障壁』に対して、『合理的配慮』

をすることが求められ、『合理的配慮』をしないこと、『不当な差別的取扱い』を障がい者差別」で

あると定義している。 

障がい者の人権問題を考えるとき「障害者差別解消法」の３つのキーワードの理解は必須事項で 

ある。これらについて「言葉だけは知っているが、内容は知らない」と「まったく知らない」を「知

らない」として見ると、「合理的配慮」で 80.3％、「不当な差別的取扱い」で 72.6％、「社会的障壁」

で 74.7％が「知らない」という状況である。質問６「関心がある人権問題」の 3番目が「障がい者

の人権に関する問題」(46.7％)であることから考えると、「障害者差別解消法」制定されて 4 年、

障がい者の人権に関する教育・啓発に課題があることがわかる。 

障がい者の人権問題を解消する法律「障害者差別解消法」が 2016 年に制定されましたが、

法律のキーワードとなる「合理的配慮」「不当な差別的取扱い」「社会的障壁」について、あな

たはどの程度知っていますか、それぞれの該当するところに、１つ〇を付けてください。 

4.6 

4.7 

4.1 

12.6 

20.4 

18.8 

33.7 

38.8 

35.6 

46.6 

33.8 

39.1 

2.4 

2.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 合理的配慮

2 不当な差別的取扱い

3 社会的障壁

図１５ 「障害者差別解消法」のキーワードの認知度（全体）

内容をよく知っている 内容を少し知っている 言葉だけは知っているが、内容は知らない

まったく知らない 不明・無回答

回

答

者

数

内

容

を

よ

く

知

っ

て

い

る

内

容

を

少

し

知

っ

て

い

る

言

葉

だ

け

は

知

っ

て

い

る

が

、
内

容

は

知

ら

な

い

ま

っ

た

く

知

ら

な

い 不

明

・

無

回

答

1,021 47 129 344 476 25 176 820
100.0 4.6 12.6 33.7 46.6 2.4 17.2 80.3
1,021 48 208 396 345 24 256 741
100.0 4.7 20.4 38.8 33.8 2.4 25.1 72.6
1,021 42 192 363 399 25 234 762
100.0 4.1 18.8 35.6 39.1 2.4 22.9 74.7

内

容

を

知

っ

て

い

る

内

容

を

知

ら

な

い
上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問15 「障害者差別解消法」のキーワードの認知度

全

　

　

体

1 合理的配慮

2 不当な差別的取扱い

3 社会的障壁
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＊内容を知っている・・・「内容をよく知っている」と「内容を少し知っている」の合計 

＊内容を知らない・・・「言葉だけは知っているが、内容は知らない」と「まったく知らない」の合計 

【15-１「合理的配慮」】 

１）年齢層別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢層別に「合理的配慮」の理解度を「内容をよく知っている」と「内容を少し知っている」の

合計を「内容を知っている」として見ると、39 歳以下で 20％強、40 歳～59 歳で約 20％、60 歳以

上になると 10％強であり、年齢が高くなるに従って理解度が低くなっていることがわかる。 

 

 

 

 

4.1 

5.1 

8.1 

7.5 

3.7 

0.5 

17.4 

18.1 

11.9 

12.7 

9.2 

10.1 

38.0 

27.5 

36.3 

34.1 

31.8 

34.2 

38.8 

48.6 

43.1 

44.5 

53.9 

48.7 

1.7 

0.7 

0.6 

1.2 

1.4 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

図１５-１-１ 「合理的配慮」（年齢層別）

内容をよく知っている 内容を少し知っている 言葉だけは知っているが、内容は知らない

まったく知らない 不明・無回答

回

答

者

数

内

容

を

よ

く

知

っ

て

い

る

内

容

を

少

し

知

っ

て

い

る

言

葉

だ

け

は

知

っ

て

い

る

が

、
内

容

は

知

ら

な

い

ま

っ

た

く

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

1,021 47 129 344 476 25 176 820
100.0 4.6 12.6 33.7 46.6 2.4 17.2 80.3

121 5 21 46 47 2 26 93
100.0 4.1 17.4 38.0 38.8 1.7 21.5 76.8

138 7 25 38 67 1 32 105
100.0 5.1 18.1 27.5 48.6 0.7 23.2 76.1

160 13 19 58 69 1 32 127
100.0 8.1 11.9 36.3 43.1 0.6 20.0 79.4

173 13 22 59 77 2 35 136
100.0 7.5 12.7 34.1 44.5 1.2 20.2 78.6

217 8 20 69 117 3 28 186
100.0 3.7 9.2 31.8 53.9 1.4 12.9 85.7

199 1 20 68 97 13 21 165
100.0 0.5 10.1 34.2 48.7 6.5 10.6 82.9

13 0 2 6 2 3 2 8
100.0 0.0 15.4 46.2 15.4 23.1 15.4 61.6

不明・無回答

内

容

を

知

っ

て

い

る 内

容

を

知

ら

な

い上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問15-1 「合理的配慮」

全　　　体

年

　

　

齢

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上
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＊内容を知っている・・・「内容をよく知っている」と「内容を少し知っている」の合計 

＊内容を知らない・・・「言葉だけは知っているが、内容は知らない」と「まったく知らない」の合計 

２）職業別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業別特徴は、「特定職業従事者」の 36.2％が「内容を知っている」状況であるが、「上記以外の

職業」では 14.4％である。 

新しく制定された法律であることから「特定職業従事者」は、「職場研修」の題材として取り扱

われてきたため、認知度が高いと考えられる。一方で、市民啓発の題材としての取り上げ方が少な

かったことから「上記以外の職業」の人々が知る機会が少なく、認知度が低いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.9 

3.1 

0.0 

21.3 

11.3 

9.4 

30.5 

34.2 

34.4 

31.9 

49.4 

37.5 

1.4 

2.0 

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・地方公務員及び私学を

含む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答

図１５-１-２ 「合理的配慮」（職業別）

内容をよく知っている 内容を少し知っている 言葉だけは知っているが、内容は知らない

まったく知らない 不明・無回答

回

答

者

数

内

容

を

よ

く

知

っ
て

い

る

内

容

を

少

し

知

っ
て

い

る

言

葉

だ

け

は

知

っ
て

い

る

が

、
内

容

は

知

ら

な

い

ま

っ
た

く

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

1,021 47 129 344 476 25 176 820
100.0 4.6 12.6 33.7 46.6 2.4 17.2 80.3

141 21 30 43 45 2 51 88
100.0 14.9 21.3 30.5 31.9 1.4 36.2 62.4

848 26 96 290 419 17 122 709
100.0 3.1 11.3 34.2 49.4 2.0 14.4 83.6

32 0 3 11 12 6 3 23
100.0 0.0 9.4 34.4 37.5 18.8 9.4 71.9

内

容

を

知

ら

な

い上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問15-1 「合理的配慮」

全 体

職

　

　

業

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答

内

容

を

知

っ
て

い

る
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＊内容を知っている・・・「内容をよく知っている」と「内容を少し知っている」の合計 

＊内容を知らない・・・「言葉だけは知っているが、内容は知らない」と「まったく知らない」の合計 

【15-２「不当な差別的取扱い」】 

１）年齢層別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「不当な差別的取扱い」、つまり「障がい者差別とは何か」を法律で明記した画期的内容である

が、60 歳以上の理解度が低い。 

 

 

 

 

 

 

5.8 

5.1 

8.1 

6.4 

3.7 

1.0 

25.6 

23.2 

19.4 

25.4 

19.4 

13.1 

33.1 

36.2 

38.8 

36.4 

39.2 

45.2 

33.9 

34.8 

33.1 

30.6 

36.4 

34.7 

1.7 

0.7 

0.6 

1.2 

1.4 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

図１５-２-１ 「不当な差別的取扱い」（年齢層別）

内容をよく知っている 内容を少し知っている 言葉だけは知っているが、内容は知らない

まったく知らない 不明・無回答

回

答

者

数

内

容

を

よ

く

知

っ

て

い

る

内

容

を

少

し

知

っ

て

い

る

言

葉

だ

け

は

知

っ

て

い

る

が

、
内

容

は

知

ら

な

い

ま

っ

た

く

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

1,021 48 208 396 345 24 256 741
100.0 4.7 20.4 38.8 33.8 2.4 25.1 72.6

121 7 31 40 41 2 38 81
100.0 5.8 25.6 33.1 33.9 1.7 31.4 67.0

138 7 32 50 48 1 39 98
100.0 5.1 23.2 36.2 34.8 0.7 28.3 71.0

160 13 31 62 53 1 44 115
100.0 8.1 19.4 38.8 33.1 0.6 27.5 71.9

173 11 44 63 53 2 55 116
100.0 6.4 25.4 36.4 30.6 1.2 31.8 67.0

217 8 42 85 79 3 50 164
100.0 3.7 19.4 39.2 36.4 1.4 23.1 75.6

199 2 26 90 69 12 28 159
100.0 1.0 13.1 45.2 34.7 6.0 14.1 79.9

13 0 2 6 2 3 2 8
100.0 0.0 15.4 46.2 15.4 23.1 15.4 61.6

内

容

を

知

っ

て

い

る 内

容

を

知

ら

な

い

全　　　体

年

　

　

齢

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問15-2 「不当な差別的取扱い」
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＊内容を知っている・・・「内容をよく知っている」と「内容を少し知っている」の合計 

＊内容を知らない・・・「言葉だけは知っているが、内容は知らない」と「まったく知らない」の合計 

２）職業別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特定職業従事者」は、障がいのある人に対して「不当な差別的取扱い」をしないための研修を

推進しているが、「上記以外の職業」については、企業の管理職研修や新規採用者職員の研修の題

材となる機会はあるが、市民啓発や職場研修等での取り上げ方に不十分さがあった結果であると考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.5 

4.1 

3.1 

32.6 

18.8 

9.4 

34.8 

39.3 

43.8 

22.7 

35.7 

31.3 

1.4 

2.1 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・地方公務員及び私学を

含む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答

図１５-２-２ 「不当な差別的取扱い」（職業別）

内容をよく知っている 内容を少し知っている 言葉だけは知っているが、内容は知らない

まったく知らない 不明・無回答

回

答

者

数

内

容

を

よ

く

知

っ

て

い

る

内

容

を

少

し

知

っ

て

い

る

言

葉

だ

け

は

知

っ

て

い

る

が

、
内

容

は

知

ら

な

い

ま

っ

た

く

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

1,021 48 208 396 345 24 256 741
100.0 4.7 20.4 38.8 33.8 2.4 25.1 72.6

141 12 46 49 32 2 58 81
100.0 8.5 32.6 34.8 22.7 1.4 41.1 57.5

848 35 159 333 303 18 194 636
100.0 4.1 18.8 39.3 35.7 2.1 22.9 75.0

32 1 3 14 10 4 4 24
100.0 3.1 9.4 43.8 31.3 12.5 12.5 75.1

質問15-2 「不当な差別的取扱い」 内

容

を

知

っ
て

い

る 内

容

を

知

ら

な

い

全 体

職

　

　

業

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）
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＊内容を知っている・・・「内容をよく知っている」と「内容を少し知っている」の合計 

＊内容を知らない・・・「言葉だけは知っているが、内容は知らない」と「まったく知らない」の合計 

【15-３「社会的障壁」】 

１）年齢層別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会的障壁」についての年齢層別特徴は、年齢層が若い程認知度が高く、高齢になるに従って 

認知度が低くなっているのが特徴である。 

 

 

 

 

 

 

7.4 

5.1 

5.0 

4.0 

3.7 

1.0 

26.4 

22.5 

18.8 

21.4 

15.7 

13.1 

34.7 

27.5 

37.5 

33.5 

38.2 

38.7 

29.8 

44.2 

38.1 

39.3 

41.0 

41.2 

1.7 

0.7 

0.6 

1.7 

1.4 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

図１５-３-1 「社会的障壁」（年齢層別）

内容をよく知っている 内容を少し知っている 言葉だけは知っているが、内容は知らない

まったく知らない 不明・無回答

回

答

者

数

内

容

を

よ

く

知

っ

て

い

る

内

容

を

少

し

知

っ

て

い

る

言

葉

だ

け

は

知

っ

て

い

る

が

、
内

容

は

知

ら

な

い

ま

っ

た

く

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

1,021 42 192 363 399 25 234 762
100.0 4.1 18.8 35.6 39.1 2.4 22.9 74.7

121 9 32 42 36 2 41 78
100.0 7.4 26.4 34.7 29.8 1.7 33.8 64.5

138 7 31 38 61 1 38 99
100.0 5.1 22.5 27.5 44.2 0.7 27.6 71.7

160 8 30 60 61 1 38 121
100.0 5.0 18.8 37.5 38.1 0.6 23.8 75.6

173 7 37 58 68 3 44 126
100.0 4.0 21.4 33.5 39.3 1.7 25.4 72.8

217 8 34 83 89 3 42 172
100.0 3.7 15.7 38.2 41.0 1.4 19.4 79.2

199 2 26 77 82 12 28 159
100.0 1.0 13.1 38.7 41.2 6.0 14.1 79.9

13 1 2 5 2 3 3 7
100.0 7.7 15.4 38.5 15.4 23.1 23.1 53.9

内

容

を

知

っ

て

い

る 内

容

を

知

ら

な

い

全　　　体

年

　

　

齢

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問15-3 「社会的障壁」
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＊内容を知っている・・・「内容をよく知っている」と「内容を少し知っている」の合計 

＊内容を知らない・・・「言葉だけは知っているが、内容は知らない」と「まったく知らない」の合計 

２）職業別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「合理的配慮」「不当な差別的取扱い」の認知度と同じように、「特定職業従事者」の認知度は「上

記以外の職業」に比べて高いが、日常業務として国民の人権を守る立場にある者として、「内容を

知らない」が 60％近くいることの検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1 

3.5 

6.3 

32.6 

16.7 

12.5 

30.5 

36.8 

25.0 

29.1 

40.8 

37.5 

0.7 

2.1 

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国・地方公務員及び私学を

含む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答

図１５-３-２ 「社会的障壁」（職業別）

内容をよく知っている 内容を少し知っている 言葉だけは知っているが、内容は知らない

まったく知らない 不明・無回答

回

答

者

数

内

容

を

よ

く

知

っ

て

い

る

内

容

を

少

し

知

っ

て

い

る

言

葉

だ

け

は

知

っ

て

い

る

が

、
内

容

は

知

ら

な

い

ま

っ

た

く

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

1,021 42 192 363 399 25 234 762
100.0 4.1 18.8 35.6 39.1 2.4 22.9 74.6

141 10 46 43 41 1 56 84
100.0 7.1 32.6 30.5 29.1 0.7 39.7 59.6

848 30 142 312 346 18 172 658
100.0 3.5 16.7 36.8 40.8 2.1 20.2 77.6

32 2 4 8 12 6 6 20
100.0 6.3 12.5 25.0 37.5 18.8 18.8 62.5

質問15-3  「社会的障壁」 内

容

を

知

っ
て

い

る 内

容

を

知

ら

な

い

全 体

職

　

　

業

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）
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質問 16 障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと 

 

 

 

 

１）全体及び年齢層別特徴 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うことを、３つ以内選んで、〇を付けて

ください。(複数回答) 

回

答

者

数

働

く

意

思

が

あ

る

障

が

い

者

の

、
働

く

場

所

や

働

く

機

会

を

ふ

や

す

こ

と

義

務

教

育

終

了

後

の

進

路

（
就

職

や

進

学

）
の

不

安

を

取

り

除

け

る

よ

う

な

施

策

を

講

じ

る

こ

と

道

路

の

段

差

や

エ

レ

ベ
ー

タ
ー

の

未

整

備

等

、
社

会

的

障

壁

を

早

急

に

取

り

除

く

こ

と 障

が

い

の

種

類

は

多

様

で

、

外

見

だ

け

で

は

判

断

で

き

な

い

場

合

も

多

い

と

い

う

こ

と

の

理

解

を

深

め

、
固

定

的

障

が

い

者

像

を

な

く

す

取

組

を

す

る

こ

と

結

婚

や

就

職

に

際

し

て

、
障

が

い

を

理

由

に

し

た

差

別

を

な

く

す

こ

と

1,021 750 433 251 500 134
100.0 73.5 42.4 24.6 49.0 13.1

121 87 49 21 66 24
100.0 71.9 40.5 17.4 54.5 19.8

138 95 62 33 82 16
100.0 68.8 44.9 23.9 59.4 11.6

160 121 75 46 88 13
100.0 75.6 46.9 28.8 55.0 8.1

173 126 70 44 87 21
100.0 72.8 40.5 25.4 50.3 12.1

217 166 100 56 96 26
100.0 76.5 46.1 25.8 44.2 12.0

199 146 73 47 75 33
100.0 73.4 36.7 23.6 37.7 16.6

13 9 4 4 6 1
100.0 69.2 30.8 30.8 46.2 7.7

点

字

や

拡

大

文

字

本

な

ど

の

図

書

を

充

実

す

る

こ

と

災

害

等

の

避

難

場

所

で

、
障

が

い

の

多

様

性

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

整

備

す

る

こ

と

災

害

等

の

危

険

な

事

態

の

場

で

、
情

報

を

伝

え

る

体

制

を

整

え

る

こ

と

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

で

の

、
障

が

い

者

の

存

在

を

脅

か

す

よ

う

な

書

き

込

み

等

を

な

く

す

体

制

を

整

備

す

る

こ

と

ス

ポ

ー

ツ

や

文

化

活

動

・

地

域

活

動

へ

の

参

加

を

し

や

す

く

す

る

こ

と

不

明

・

無

回

答

44 222 139 82 173 19
4.3 21.7 13.6 8.0 16.9 1.9
11 20 16 11 20 2
9.1 16.5 13.2 9.1 16.5 1.7

4 30 20 12 18 1
2.9 21.7 14.5 8.7 13.0 0.7

7 40 15 8 24 0
4.4 25.0 9.4 5.0 15.0 0.0

8 40 26 13 28 3
4.6 23.1 15.0 7.5 16.2 1.7

7 51 28 18 36 2
3.2 23.5 12.9 8.3 16.6 0.9

7 39 32 20 46 8
3.5 19.6 16.1 10.1 23.1 4.0

0 2 2 0 1 3
0.0 15.4 15.4 0.0 7.7 23.1

７０歳以上

不明・無回答

不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問16　障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと

全　　　体

年

　

　

齢

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問16　障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと

全　　　体

年

　

　

齢

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上
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「障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと」は、「働く意思がある障がい者の、

働く場所や働く機会をふやすこと」が 73.5％と一番多く、次に「障がいの種類は多様で、外見だけ

では判断できない場合も多いということの理解を深め、固定的障がい者像をなくす取組をすること」

の 49.0％、「義務教育終了後の進路（就職や進学）の不安を取り除けるような施策を講じること」

の 42.4％である。障がい者の生活に関することと「障がい者理解」に関する意見が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.5 

49.0 

42.4 

24.6 

21.7 

16.9 

13.6 

13.1 

8.0 

4.3 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80%

図16-1 障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと（全体）

働く意思がある障がい者の、働く場所や働く機会をふやすこと 
 
障がいの種類は多様で、外見だけでは判断できない場合も多いと 

いうことの理解を深め、固定的障がい者像をなくす取組をすること 
 
義務教育終了後の進路（就職や進学）のを不安取り除けるような 

施策を講じること  
道路の段差やエレベーターの未整備等、 社会的障壁を早急に取り 

除くこと 
災害等の避難場所で、障がいの多様性に 対応できるように整備す 

ること  
スポーツや文化活動・地域活動への参加をしやすくすること 

 
災害等の危険な事態の場で、情報を伝える体制を整えること 

 
結婚や就職に際して、障がいを理由にした差別をなくすこと 

 
インターネット上での、障がい者の存在を脅かすような書き込み等 

をなくす体制を整備すること 
 
点字や拡大文字本などの図書を充実すること 

 
不明・無回答 
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 年齢別特徴は、どの年齢層にも共通している内容は、「働く意思がある障がい者の、働く場所や

働く機会をふやすこと」が一番多いことである。次に 59 歳以下では「障がいの種類は多様で、外

見だけでは判断できない場合も多いということの理解を深め、固定的障がい者像を無くす取組をす

ること」、60 歳以上では「義務教育終了後の進路（就職・進学）の不安を取り除けるような施策を

71.9 

68.8 

75.6 

72.8 

76.5 

73.4 

40.5 

44.9 

46.9 

40.5 

46.1 

36.7 

17.4 

23.9 

28.8 

25.4 

25.8 

23.6 

54.5 

59.4 

55.0 

50.3 

44.2 

37.7 

19.8 

11.6 

8.1 

12.1 

12.0 

16.6 

9.1 

2.9 

4.4 

4.6 

3.2 

3.5 

16.5 

21.7 

25.0 

23.1 

23.5 

19.6 

13.2 

14.5 

9.4 

15.0 

12.9 

16.1 

9.1 

8.7 

5.0 

7.5 

8.3 

10.1 

16.5 

13.0 

15.0 

16.2 

16.6 

23.1 

0% 20% 40% 60% 80%

１８歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

図16-2 障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと（年齢層別）

働く意思がある障がい者の、働く場所や働く機

会をふやすこと

義務教育終了後の進路（就職や進学）の不安を

取り除けるような施策を講じること

道路の段差やエレベーターの未整備等、社会的

障壁を早急に取り除くこと

障がいの種類は多様で、外見だけでは判断で

きない場合も多いということの理解を深め、固

定的障がい者像をなくす取組をすること

結婚や就職に際して、障がいを理由にした差別

をなくすこと

点字や拡大文字本などの図書を充実すること

災害等の避難場所で、障がいの多様性に対応

できるように整備すること

災害等の危険な事態の場で、情報を伝える体

制を整えること

インターネット上での、障がい者の存在を脅か

すような書き込み等をなくす体制を整備する

こと

スポーツや文化活動・地域活動への参加をしや

すくすること
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講じること」と異なることが特徴である。つまり、年齢の若い層では「障がい者理解」、高齢者は

「障がい者の進路保障」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）職業別特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回

答

者

数

働

く

意

思

が

あ

る

障

が

い

者

の

、
働

く

場

所

や

働

く

機

会

を

ふ

や

す

こ

と

義

務

教

育

終

了

後

の

進

路

（
就

職

や

進

学

）
の

不

安

を

取

り

除

け

る

よ

う

な

施

策

を

講

じ

る

こ

と 道

路

の

段

差

や

エ

レ

ベ

ー

タ
ー

の

未

整

備

等

、
社

会

的

障

壁

を

早

急

に

取

り

除

く

こ

と

障

が

い

の

種

類

は

多

様

で

、
外

見

だ

け

で

は

判

断

で

き

な

い

場

合

も

多

い

と

い

う

こ

と

の

理

解

を

深

め

、
固

定

的

障

が

い

者

像

を

な

く

す

取

組

を

す

る

こ

と

結

婚

や

就

職

に

際

し

て

、
障

が

い

を

理

由

に

し

た

差

別

を

な

く

す

こ

と

1,021 750 433 251 500 134
100.0 73.5 42.4 24.6 49.0 13.1

141 110 75 35 74 12
100.0 78.0 53.2 24.8 52.5 8.5

848 618 346 209 414 118
100.0 72.9 40.8 24.6 48.8 13.9

32 22 12 7 12 4
100.0 68.8 37.5 21.9 37.5 12.5

点

字

や

拡

大

文

字

本

な

ど

の

図

書

を

充

実

す

る

こ

と

災

害

等

の

避

難

場

所

で

、

障

が

い

の

多

様

性

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

整

備

す

る

こ

と

災

害

等

の

危

険

な

事

態

の

場

で

、

、
情

報

を

伝

え

る

体

制

を

整

え

る

こ

と

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ

ト

上

で

の

、
障

が

い

者

の

存

在

を

脅

か

す

よ

う

な

書

き

込

み

等

を

な

く

す

体

制

を

整

備

す

る

こ

と

ス

ポ

ー

ツ

や

文

化

活

動

・

地

域

活

動

へ

の

参

加

を

し

や

す

く

す

る

こ

と

不

明

・

無

回

答

44 222 139 82 173 19
4.3 21.7 13.6 8.0 16.9 1.9

5 22 16 11 26 1
3.5 15.6 11.3 7.8 18.4 0.7
39 195 120 67 143 13
4.6 23.0 14.2 7.9 16.9 1.5

0 5 3 4 4 5
0.0 15.6 9.4 12.5 12.5 15.6

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問16　障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと

全　　　体

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

職

　

　

業
不明・無回答

上段：回答者数（人）

下段：割合　　　（％）

質問16　障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと

全　　　体

職

　

　

業

国・地方公務員及び私学を含

む教育・保育関係の職業

上記以外の職業

不明・無回答



111 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業別特徴は、「特定職業従事者」と「その他の職業」ともに「働く意思のある障がい者の、働

く場所や働く機会をふやすこと」が 70％以上で、次に「特定職業従事者」は「義務教育終了後の進

路(就職や進学)の不安を取り除けるような施策を講じること」が 53.2％と「障がいの種類は多様で、

外見だけでは判断できない場合も多いということの理解を深め、固定的障がい者像をなくす取組を

すること」が 52.5％とほぼ同率であるのに対して、「その他の職業」では「障がい者の種類は多様

で、外見だけでは判断できない場合も多いことの理解を深め、固定的障がい者像をなくす取組をす

ること」が 48.8％となっている。 
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図16-3 障がい者の人権を守っていくうえで、特に必要と思うこと（職業別）

働く意思がある障がい者の、働く場所や働く機会をふやすこと

義務教育終了後の進路（就職や進学）の不安を取り除けるような施策を講じること

道路の段差やエレベーターの未整備等、社会的障壁を早急に取り除くこと

障がいの種類は多様で、外見だけでは判断できない場合も多いということの理解を深め、固定的障がい者像をなくす取組をすること

結婚や就職に際して、障がいを理由にした差別をなくすこと

点字や拡大文字本などの図書を充実すること

災害等の避難場所で、障がいの多様性に対応できるように整備すること

災害等の危険な事態の場で、、情報を伝える体制を整えること

インターネット上での、障がい者の存在を脅かすような書き込み等をなくす体制を整備すること

スポーツや文化活動・地域活動への参加をしやすくすること


